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奈 1)、高橋　正臣 1)、松浦　博之 1)、中山　　淳 2)
【はじめに】両側卵巣の転移性腫瘍（Krukenberg tumor）の病理検














































































































CCP(cyclic citrullinated peptide antibodies)抗体を測定した。
【結果】
1）再現性：L法 CV≦1.1％、C法 CV≦1.0％でありともに良好であった。
2）日差変動：L法　CV≦1.1％、C法 CV≦1.0％でありともに良好
であった。
3）希釈直線性：L法では400 IU/ml、C法では140 IU/mlまで直線性
がみられた。
4）相関性：L法(x)とC法(y)との相関はy=1.2853x、相関係数0.960と
良好であった。
5）乖離検体の評価：L法陽性:C法陰性の4例と、L法陰性：C法陽性
の2例の抗CCP抗体は全て陰性であった。
【結論】
同時再現性、日差変動、希釈直線性はL法、C法ともに良好で、L法
とC法の相関も良好であった。しかし、C法による高値検体は希釈
による再検が必要である。
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